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大隈 拓也  
春合宿（3月31日、4月1日）  
春合宿は姫路で行った。以下二冊の本を輪読した。  
・「経済学思考の技術」飯田泰之 ダイヤモンド社  


















国際貿易を勉強した。サブゼミでは計量経済学を扱った。   
正規のゼミはテキストの輪読形式で進めていった。テキストは「国際経済学入  
門Ⅰ国際貿易編」（R．E．ケイブズ、J．A・フランケル 著）を扱った0テ  
キストには難解な箇所が所々あり、その度に先生や先輩方の力をお借りした。難  
解な理論を吟味して吸収できた点は収穫である。ただ、個人的にはもっと自由闊  




が足りなかった。今後のゼミの運営にこの反省を生かして欲しいと思う。   
サブゼミでは計量経済学を勉強した。経済学を学ぶ上で欠かせない分野であり  




夏合宿（9月29日、30日）   
夏合宿は香川で行った。7月に人民元の切り上げが行われたこともあり、後期  
のインゼミで人民元を扱うことが決まっていたためそれに沿った勉強をすること  
になった。テキストは「人民元切り上げ論争」（関 志雄 著）を選んだ。それま  
で人民元の問題はさまざまに論じられていたが、この本はその論点整理として非  
常に役立つものである。前期で国際貿易を中心に勉強してきたので、貿易論から  
の視点を重要視した。後期のインゼミに向けた良い準備になったと思う。   
二日間を通じて讃岐うどんを食べ歩いた。綿密なプランを立ててくれた合宿係  
の酒井さんに改めて感謝したい。  













トができた。岩本ゼミは勝利することができ、ディベー ト後のフリーディスカッ  
－J2（フー   



























てお礼を言いたい。   
大学内でもアカデミックな場は少なくなっている印象を受ける。そんな中、こ  
のゼミの活動を通してのびのびと学問に取り組めるのは有難いことだ。   
今後も一層充実し、活気に溢れるゼミになっていくことを期待したい。  
－ノ2ノー   
